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市政と暮らしを結ぶ情報紙

市公式サイト4－1号 No.1121
毎月2回発行

2016年（平成28年） 4月10日号

2……平成28年度施政方針　　3……主な事業内容
4……平成28年度当初予算　　5……市の組織を一部見直し
6……市の補助金などを利用して住宅の耐震性の向上を

◎ " 名張版ネウボラ " の推進
◎ 育ちと学び、人と人をつなげる小中一貫教育の推進
◎ 移住・定住の促進と支援   ◎ 子育てしやすい労働環境整備
◎ 安心・安全な子育て環境づくり   
◎ 病院機能の充実 (産科の創設 )

◎ " 健康なばり " の推進 
◎ 世代間交流の促進による地域の元気創造
◎ 支え合いの地域福祉の推進
◎ 「達成感」や「連帯感」を育む生涯スポーツの推進
◎ 多様な生涯学習機会の提供

◎ 就業機会の確保と雇用の創出 
◎ 地域産業を担う人材の育成
◎ 地域産品、地域資源を活用した " 名張ブランド " の創出
◎ 自然・食・歴史・文化などを活用した観光戦略の推進
◎ シティプロモーションの展開

新
・
理
想

新
・
理
想
郷
プ
ラ
ン

■ 元気創造プロジェクト

■ 若者定住促進プロジェクト

■ 生涯現役プロジェクト

広報なばりは、平成 28年 4月から毎月 10日・25日の月 2回発行。発行日の４～５日前からポスティングにより事業者がお届けしています。
　配布についてのお問い合わせは、名張市シルバー人材センター（  63‐6800 ) へお願いします。

■ 支え合い健康でいきいきと暮らせるまち

■ 美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち

■ 活力に満ちて暮らせるまち

■ 豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち

■ 未来につなぐ自立と協議による市政経営

◎ 互いの人権を尊重し、人を大切にする社会の創造
◎ 保健・医療・福祉のネットワークづくり
◎ 地域福祉の充実

◎ 良好な地域環境づくり　◎ 環境負荷の少ない社会の創造
◎ 安全で安心なまちづくり　◎ 魅力的な都市環境づくり　
◎ 快適な生活環境づくり

◎ 活力ある地域産業の振興
◎ いきいきと働けるまちづくり

◎ 生きる力を育む教育の推進
◎ 生涯学習と生涯スポーツの推進　◎ 市民文化の創造

◎ ともに考えともに築く協働のまちづくり
◎ 自主・自立の市政経営

4
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
総
合
計
画

　

新
し
い
名
張
市
総
合
計
画
「
新
・

理
想
郷
プ
ラ
ン
」
は
、
現
行
の
名
張

市
総
合
計
画
「
理
想
郷
プ
ラ
ン
」
が

平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と

し
て
平
成
37
年
度
を
目
標
年
度
と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
と
も
に
考
え
と

も
に
築
き
、
未
来
に
つ
な
ぐ 

福
祉
の

理
想
郷
」
を
基
本
理
念
に
、
全
て
の

市
民
が
互
い
を
認
め
合
い
、
支
え
合

い
、
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、

生
涯
に
わ
た
り
自
分
ら
し
く
い
き
い

き
と
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
、
豊
か
な
地
域
社

会
の
創
造
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
10
年
後
に
目
指
す
名
張
の

将
来
像
を
『
豊
か
な
自
然
と
文
化
に

包
ま
れ
て
誰
も
が
元
気
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
名
張
』
と
定
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会

へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
を
乗
り

越
え
、
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
な
が
ら

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
力
を
基
盤
に
、
よ
り
戦
略
的
で
実
効

性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
理
想
郷
プ
ラ
ン
を

ベ
ー
ス
に
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

  

総
合
企
画
政
策
室

総
合
企
画
政
策
室　　

  

6363
‐
７
３
８
９

‐
７
３
８
９

計画の策定にあたって
は、市民意識調査や、
公募による市民ワーク
ショップ、総合計画審
議会など、多くの市民
の皆さんのご参画をい
ただきました。 写真は市民ワークショップの模様

5つの基本目標

3つの重点戦略

目指す「名張」の将来像目指す「名張」の将来像

「豊かな自然と文化に包まれて「豊かな自然と文化に包まれて
  誰もが元気で幸せに暮らせるまち名張」  誰もが元気で幸せに暮らせるまち名張」



2016 年（平成 28年）4月 10日号　2

平成28年度 施政方針
■■  

元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■■  

生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

3
月
定
例
会
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
し
い
本
市
の

総
合
計
画
『
新
・
理
想
郷
プ
ラ
ン
』
を
提

案
し
、「
元
気
創
造
」「
若
者
定
住
促
進
」「
生

涯
現
役
」
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重

点
戦
略
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
新
商
品
の
開
発
や
6

次
産
業
化
の
推
進
な
ど
新
た
な
産
業
や
雇

用
の
創
出
と
と
も
に
、
空
き
家
や
空
き
店
舗

の
改
修
も
含
め
た
創
業
支
援
事
業
に
も
取

り
組
み
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
も
の
づ
く
り
条
例
」
を
具
現

化
す
べ
く
、〝
も
の
づ
く
り
の
里
構
想
〞
の

実
現
に
向
け
、
近
畿
大
学
工
業
高
等
専
門

学
校
を
中
心
と
す
る
民
産
学
官
の
連
携
に
、

新
た
に
金
融
機
関
に
も
参
画
を
い
た
だ
き
、

名
張
市
民
産
学
金
官
連
携
推
進
協
議
会
と

し
て
進
化
・
発
展
さ
せ
、
実
施
戦
略
の
策

定
と
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
東
大
和
西
三
重
エ
リ
ア
に

　

さ
ら
に
は
、
東
大
和
西
三
重
エ
リ
ア
に

お
け
る
〝
修
験
道
〞
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

お
け
る
〝
修
験
道
〞
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

な
観
光
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
外
国
人
を

な
観
光
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
外
国
人
を

含
む
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、

含
む
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、

名
張
の
元
気
と
活
力
を
全
国
発
信
し
ま
す
。

名
張
の
元
気
と
活
力
を
全
国
発
信
し
ま
す
。

　
「
若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

　
「
若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

本
年
本
年
99
月
か
ら
通
院
医
療
費
助
成
の
対
象

月
か
ら
通
院
医
療
費
助
成
の
対
象

範
囲
を
中
学

範
囲
を
中
学
33
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第

　

ま
た
、
第
33
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化

対
象
年
齢
制
限
の
撤
廃
や
、
待
機
児
童
の

対
象
年
齢
制
限
の
撤
廃
や
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
既
存
保
育
所
等
施
設
の
整

解
消
に
向
け
た
既
存
保
育
所
等
施
設
の
整

備
・
充
実
、
各
種
地
域
型
保
育
事
業
の
新

備
・
充
実
、
各
種
地
域
型
保
育
事
業
の
新

規
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

規
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
え
て
、

　

加
え
て
、
99
年
間
の
義
務
教
育
課
程
に

年
間
の
義
務
教
育
課
程
に

対
し
、

対
し
、
44
‐‐
55
制
の
小
中
一
貫
教
育
の
導

制
の
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

入
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
55
歳
児
を
義

歳
児
を
義

務
教
育
化
し
た

務
教
育
化
し
た
55
‐‐
55
制
に
向
け
た
体
制

制
に
向
け
た
体
制

整
備
な
ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
を
推
進
し

整
備
な
ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
立
病
院
へ
の
産
科
設
置

　

さ
ら
に
は
、
市
立
病
院
へ
の
産
科
設
置

に
向
け
て
の
検
討
・
準
備
を
進
め
る
な
ど
、

に
向
け
て
の
検
討
・
準
備
を
進
め
る
な
ど
、

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
住

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
住

ま
い
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
を

ま
い
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
を

切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
環
境

切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
環
境

の
整
備
に
取
組
み
ま
す
。

の
整
備
に
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
住
宅
相

　

ま
た
、
空
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
住
宅
相

談
体
制
の
整
備
、
中
古
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

談
体
制
の
整
備
、
中
古
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

工
事
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
、
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
等
の
取
組
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
組
織
と

と
も
に
取
り
組
む
「
ま
ち
じ
ゅ
う
元
気
‼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
の
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
地
域
福
祉
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
』

を
国
へ
提
案
し
、
全
国
初
の
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
基
本
に
、
高
齢
者
、

子
ど
も
、
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
、
就
労
支

援
、
認
知
症
、
健
康
づ
く
り
、
難
病
、
Ｄ
Ｖ
、

消
費
者
被
害
な
ど
の
相
談
に
対
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
庁
舎
内
お
よ
び
各
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
抱
え
る
複
合
的
な
問
題
を
横
断

的
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ

　

そ
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
施
策
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

め
と
す
る
各
種
施
策
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

る
よ
う
、
市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
と
総

行
い
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
と
総

合
計
画
の
よ
り
一
層
の
推
進
体
制
を
整
え

合
計
画
の
よ
り
一
層
の
推
進
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　平成 28年度の市政運営について、3月の定例市議会で亀井市長が基本的な考え方を述べ　平成 28年度の市政運営について、3月の定例市議会で亀井市長が基本的な考え方を述べ
ました。今号では、その一部を紹介します。（市ホームページに全文を掲載しています。）ました。今号では、その一部を紹介します。（市ホームページに全文を掲載しています。）

  総合企画政策室　  63‐7389　

■■  

若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■ 

名
張
躍
進
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

　

昨
年
9
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
の
固
定
資
産

税
の
独
自
課
税
導
入
に
関
す
る
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
・
成
立

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
新
た
な
負
担
を
求
め

る
大
き
な
改
革
を
行
う
以
上
、
私
ど
も
行
政

は
、
財
源
の
効
果
的
な
活
用
と
そ
の
成
果
に

つ
い
て
大
き
な
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
、ま
た
、

効
果
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、『
新
・
理
想
郷
プ
ラ

ン
』
に
定
め
る
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
し
進
め
、
名
張
市

が
暮
ら
し
の
ま
ち
と
し
て
未
来
に
躍
進
す

未
来
に
躍
進
す

る
た
め
の
土
台
づ
く
り

る
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
、
こ
こ

を
、
こ
こ
22
年
間
年
間

の
う
ち
に
確
た
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

の
う
ち
に
確
た
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

ん
の
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つの重点戦略から見た
 平成28年度の主な事業内容

気創造プロジェクト

　市内在住または移住を予定して
いる若者に対して、地域資源を生
かした起業を支援し、魅力ある創
業環境を整備します。
創業にかかる経費の一部を支援

するとともに、移住のための住宅リ
フォームや、空き店舗の活用に要す
る経費の一部を助成します。

600 万円600万円■若者移住・定住チャレンジ創業支支援事業補助金助金

学生による旅コンテストを開
催するなど、さまざまな取組み
を通じ、地元ならではの観光資
源を発掘し、多様化する旅行者
のニーズに対応していきます。
また、訪日外国人の誘客を

図るなど、持続可能な観光振興、
地域経済の活性化を図ります。

1,009 万円1,009 万円■ 観光戦略推推進事業

市内で創業する若者を支援します。
今年 2月に「なばり旅コンテスト」を開催。
旅行会社と連携し、商品化などを展開していく。

者定住促進プロジェクト
2 億 2,629 万円

　通院に対する医療助成に
ついて、現行の対象範囲（小
学 6年生まで）を平成 28
年 9 月から、中学 3 年生
まで拡大します（入院につ
いては平成 27 年 4 月から
実施しています）。

1,553 万円1,553 万円

　待機児童の問題を解消
するため、地域型保育事
業所に対して、保育所運
営に伴う給付費や、施設
の整備費などを支援し、
地域型保育事業を推進し
ます。

■ 地域型保保育事業

■ 子どもも医療助成事業業

, 万円6,220 万円
　子育て世帯の経済的負担を軽減
し、安心して子育てできる環境づ
くりを進めるため、保育施設に入
所している第３子以降の子どもの
保育料を無償化します（平成 28
年 4月から第３子以降の年齢を３
歳未満とする制限を撤廃）

■ 第３子以降の保育料無無償化事業業

　空家バンクの創設などによ
る情報提供や空家などに関する
コーディネートを行うほか、子
育て世帯が中古住宅を購入・リ
フォームする際の改修費用の一
部を助成するなど、空家の利活
用を促進します。

1,405 万円1,405 万円■ 空家対対策事業

第３子以降の保育料を無償化し、多子世帯
の経済的負担を軽減します。

ホームページ「空家バンク」では市内の空家
物件情報を掲載。※画像はイメージです

待機児童の問題を減らすため、さまざまな保育サービス
の供給を増やします。

涯現役プロジェクト
4億 3,000万円4億 3,000万円

　現在の市民陸上競技場は昭
和 54 年に作られて以降、ト
ラック・フィールド共に老朽
化しています。
　平成 33年に行われる国体の
ホッケー競技会場に選ばれた
のを機に、競技者の安全確保
などのために改修を行います。

フィールド部分の人工芝化や、トラックのウレ
タン舗装などを行います。

■ 市民陸上競技場場改修事業業 1,500 万円1,500 万円
　高齢者、障害者、就労支援、
子ども、健康づくり、認知症な
どの相談に対して、ワンストッ
プで対応していきます。
同時に、市および各関係機関と
のネットワークを強化すること
で、複合的な問題を横断的に対応
できる仕組みを構築します。

■ 地域福祉総合支援システテム構築事業業

地域包括支援センターに相談員を配置予定。

中学3年生までの医療費を全額助成し、子育て世帯
の経済的負担を軽減します。※所得制限があります。

元

生

若
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263 億 7,500 万円
前年度当初予算額比：7億 6,700 万円の減

一般会計

合　　　　　　　計

263億7,500万円
2,550万円
5,700万円

7億9,580万円
23億4,150万円
97億5,600万円
63億7,120万円
14億2,070万円

133万円
207億6,903万円
37億3,097万円
67億3,345万円
576億844万円

△2.8％
26.9％
27.2％

△18.5％
△16.4％
2.5％
2.2％
3.1％
皆増

△1.0％
△ 0.2％
9.5％

△0.7％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

前年度対比平成28年度予算額会　　計　　名

一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業会計
東山墓園造成事業会計
農業集落排水事業会計
公共下水道事業会計
国民健康保険会計
介 護 保 険 会 計
後期高齢者医療会計
国 津 財 産 区 会 計
特 別 会 計 小 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計

各会計予算規模

※企業会計の予算額は、収益的および資本的支出の合計額です。
※表・グラフの金額は、万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しないことがあります。

　平成 28年度当初予算は、基金が枯渇する中、扶助費や繰出金、老朽化施設の
維持更新経費が増大するなど、依然として厳しい予算編成となりました。
　しかし、昨年 9月に議決いただいた固定資産税の独自課税導入に伴う財源を
はじめ、限られた財源を柔軟に無駄なく配分するため、部局別予算枠配分を継
続するとともに、事務事業見直し方針の反映や経常経費の更なる削減などを通
して、事業の選択と集中を図りました。

　市税収入では、固定
資産税において独自課
税の導入に伴う増収（約
8 億 3,000 万円）を見
込むなど、市税全体で
前年度当初比 8.8％増の
100 億 2,490 万円を計
上しています。
国庫支出金では、小

中学校耐震改修事業の完
了に伴う補助金の減少などによ
り、前年度比 8.4％減の 37 億
5,828 万円としています。
　市債は、小中学校耐震改修事業の完了に伴う教育債の減少などにより、前年度
と比べて 32.1％減の 27億 950 万円としています。
　その他、ふるさと寄附金で 6,000 万円、市民陸上競技場改修事業の財源として
スポーツ振興くじ助成金で 1億 5,258 万円などを計上しています。

　民生費では、さまざまな
生活課題についてワンス
トップで対応していくため
の体制づくりとして「地域
福祉総合支援システム」の
構築に係る経費や、待機児
童解消に向けた保育所の新
設工事に要する経費、民
間保育所の運営費など、総額は
103 億 1,055 万円となります。
　衛生費は、伊賀地域の病院群輪番
制に係る運営負担金のほか、名張版
ネウボラ事業、生活習慣病予防重点
プロジェクト事業やがん対策事業など、総額で 34億 9,604 万円となります。
　教育費は、平成 33 年の三重国体開催に向けての準備経費や陸上競技場改修に
要する経費をはじめ、小中一貫教育の推進に係る経費など、合わせて 21億 8,688
万円としています。

一般会計歳入

一般会計歳出

  財政経営室　  63‐7403　

平成 28年度当初予算

263億
7,500万円

民生費
103億
1,055万円

公債費
30億7,276万円

総務費
31億4,349万円

教育費
21億8,688万円

公債費
30億7,276万円

総務費
31億4,349万円

消防費
12億5,700万円

衛生費
34億9,604万円

土木費
17億3,054万円

教育費
21億8,688万円

農林水産業費
6億5,712万円

議会費 2億6,150万円

予備費 5,000万円
災害復旧費 1,457万円

商工費 1億9,457万円

263億
7,500万円

市税
100億
2,490万円

県支出金　
18億3,697万円

国庫支出金
37億5,828万円

市債
27億950万円

県支出金　
18億3,697万円

地方交付税
39億7,200万円

市債
27億950万円

繰入金
5億3,589万円
地方消費税交付金
13億5,200万円

分担金及び負担金
3億6,218万円

地方譲与税  2億6,300万円
使用料及び手数料
2億1,544万円

その他 13億4,484万円

国庫支出金
37億5,828万円

企業会計  
104 億 6,441 万円

特別会計  
207 億 6,903 万円
　特別会計は、平成 28年度から国津財産区会計が創設され、
国民健康保険と介護保険の各会計で保険給付費の増加を見込
む一方、農業集落排水事業と公共下水道事業の進捗に伴う事
業費減などの理由により、特別会計全体では前年度当初比で
2億 857 万円の減（1.0％減）しています。

　水道事業会計では、水道ビジョンに基づく施設更新工事費
が増加するものの、減価償却費や一般会計への長期貸付金の
減少などにより、前年度比で 0.2％減の 37 億 3,097 万円と
しています。
　病院事業会計では、患者数の増加などによる医業収益の増
に伴い、薬品・診療材料などの材料費も増加。その他、給与
費（法定福利費・退職給付費など）の増加もあり、前年度比
で 9.5％増の 67億 3,345 万円を計上しています。

▼国・県支出金…使い道が限定された国や県からの資金　
▼地方交付税…使い道を限定されない国からの配分金　
▼市債…市の借金　
▼繰入金…基金（市の貯金）の取り崩しなど
▼民生費…高齢者・児童・障害者福祉などに支出　
▼総務費…人件費や地域振興など多岐にわたって支出　
▼公債費…市債返済のために支出　
▼衛生費…ごみ処理や保健事業などに支出

主な用語解  説
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まずは、耐震診断を！

対象住宅　次の条件を全て満たしている住宅
　▼昭和 56年 5月 31 日以前に建築（着工を

含む）された木造住宅で 3階建て以下の
住宅　

　▼専用住宅、共同住宅（居住者の承諾が必
要）、併用住宅（延床面積の 2分の 1以上
を住宅として使用しているもの）　

　▼市内に所在している住宅　
◎在来軸組構法（柱などの接合部を金物で止
める一般的な構法）、伝統的構法（柱などを
木組みによって建てる構法）、枠組壁（ツー
バイフォー）工法の住宅が対象で、丸太組
構法（ログハウス）などは対象外

募集戸数　30 戸（予定）※先着順
診断方法　調査日時を調整の上、訪問調査（現
地診断）を行い、構造計算を経て、後日診
断結果を説明します。

申込期限　11月 30 日水までに（土・日曜日、
祝日を除く）、「耐震診断実施申込書（市ホ
ームページからも出力可）」に必要事項を記
入の上、次のいずれかの添付資料と印鑑を
持って、市役所 4階営繕住宅室へ

添付資料　▼納税通知書添付の固定資産税（土
地・家屋）課税明細書　▼固定資産土地家
屋名寄帳の写し　▼建築確認通知書の写し

　▼登記済証の写し　など

 営繕住宅室　  63‐7740

木造住宅耐震診断事業（無料）

木造住宅耐震補強事業（耐震補強設計・工事費を補助）
対象住宅　これまでに耐震診断を受けた結
果、総合評点が0.7未満の住宅

　※平成22年度まで収入要件により対象外で
あった人で、これから耐震補強工事を計画
する場合は申込可。市外在住者も申込可

補助件数　設計5戸（予定）、工事5戸（予定） 
　※申込多数の場合、5月16日月に市役所で抽
選会を実施

申込　4月28日木までに(土・日曜日を除く)、市
役所4階営繕住宅室で配布する申込用紙で申込 

耐震化が必要と診断されたら…

住宅の耐震性を向上させましょう！
市の補助制度などをご利用ください。

平成28年度の所得証明は
6月 1日から交付します

　平成28年度（平成27年中所得）の所得（課
税）証明書および課税･非課税証明書は、6月1
日水から市役所1階総合窓口センターなどで交
付します。住基カードなどの手続きが完了し
ている人はコンビニでも取得できます。郵送
希望の場合は、課税室（  63‐7429）へお
問い合わせください。
　  課税室　  63‐7429

法的な困りごとは
「法テラス」へ

　「法テラス」は、国が設立した公的な法人で
す。金銭問題、離婚、相続、労働問題など法
的トラブルでお困りの人で、どこに相談した
らいいか分からない…そんなときは、一人で
悩まずどうぞお気軽にご利用ください。解決
に役立つ法制度紹介や相談窓口の情報を無料
でご案内します。
　また、経済的に余裕のない人が法的トラブルに
遭ったときに、無料法律相談や必要に応じて弁護
士・司法書士費用の立て替えを行っています。

巡回相談会
日時　奇数月第 3水曜日
　　　偶数月第 4水曜日
　　　午後 1時～ 4時
場所　市役所 1階相談室
◎事前に電話で問い合わせ先へ申込
 法テラスサポートダイヤル　  0570‐078374

　 法テラス三重　  0503383‐5470

　一般家庭用として浄化槽を設置する場合、
次の補助金を交付しています。申請方法など
詳しくは、問い合わせ先へ
区分／補助金限度額
▼合併処理浄化槽の設置(5人～50人槽）／15万円
▼既設の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に
転換する場合の撤去工事／9万円
▼既設の単独処理浄化槽または、くみ取り便槽から
合併処理浄化槽に転換する場合の配管工事／6万円

 上下水道部経営総務室　  63‐4114

浄化槽設置補助金のお知らせ

浄化槽の法定検査が
義務付けられています

　ご家庭の浄化槽は、微生物が活動しやすい環
境を保つために維持管理することが大切です。
浄化槽法で保守点検と清掃および法定検査が義
務付けられています。
　検査は三重県水質検査セン
ターが実施。対象者には案内
を通知しますので、検査を受
けてください。なお、浄化槽
を廃止する場合は、市上下水
道部経営総務室へ廃止届を提
出してください。

 三重県水質検査センター　  059‐213‐0707

<甲種>
　▼6月4日土／津市　▼6月5日日／松阪市
<乙種第4類>
　▼6月4日土／四日市市、鈴鹿市、津市、伊
勢市、伊賀市　▼6月5日日／桑名市、四日
市市、鈴鹿市、松阪市、名張市、熊野市　
▼6月11日土／四日市市、津市、尾鷲市

<乙種のうち第４類以外>
　▼6月4日土／津市
<丙種>　▼6月4日土／鈴鹿市、津市、伊勢
市、伊賀市　▼6月5日日／桑名市、松阪
市、名張市、熊野市　▼6月11日土／四日市
市、尾鷲市

願書配布場所　消防本部予防室、名張消防
署、桔梗が丘分署、つつじが丘出張所

願書受付　（一財）消防試験研究センター三
重県支部

　▼電子申請　4月4日月午前9時～15日金午
後5時

　▼書面申請　4月7日木～18日月
※詳しくは、（一財）消防試験研究センター
三重県支部（  059‐226‐8930）へ

◆乙種第4類受験者を対象に「予備講習会」を開催
日時　5月17日火 午前9時～午後5時
場所　防災センター（鴻之台1）
定員　70人　※先着順　
主催　名張市防火協会
申込　4月14日木から5月
13日金までに（土・日
曜日、祝日を除く午前
8時30分～午後5時15
分）消防本部予防室へ

※受講にはテキストが必要です。テキスト代
など詳しくは、問い合わせ先へ
 消防本部予防室　  63‐1412

「危険物取扱者試験（前期）」
を実施

　青少年センターのネーミングライツ・パート
ナーが決定しました。平成28年度からもアドバ
ンスコープADSホールの名称を使用します。
※ネーミングライツとは、施設名称に企業名
や商品名などを付与する権利です。
契約期間　平成33年3月31日までの5年間
契約料　年額300万円（税込）
<ネーミングライツパートナーについて>
企業名　株式会社アドバンスコープ
愛称名　アドバンスコープADSホール
※ADS→Another Dream Stationの略
　（もうひとつ　あなたに夢を　そんな市民
　　の総合ステーション）
 文化生涯学習室　  63‐7892

市青少年センターの愛称が
決定しました！

「認知症の人と家族の会」つどい・交流会を開催　日時　4月26日火 午後1時30分～4時　場所　ゆめぽりすセンター（伊賀市ゆめが丘1）　対象　認知症の人とその
家族　参加費　２００円　※認知症の人は無料。　◎申込不要。認知症の人が参加する場合は、事前に問い合わせ先へ　  地域包括支援センター　  63‐７８３３

「
自
然
農
法
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集　

日
時　

4
月
23
日
土 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

場
所　

武
道
交
流
館
い
き
い
き
（
蔵
持
町
里
）　

内
容　
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ADSホール催し
 アドバンスコープADSホール 

   64‐3478

HOS名張アリーナ
 HOS名張アリーナ（総合体育館）

　  63‐5339

■ 5月の一般公開日
▼卓球・バドミントン
　日時　5月11日水 午前9時～正午、午後1時～5時
▼レクリエーション・卓球
　日時　5月20日金 午前9時～正午、午後1時～5時
料金　▼高校生以上100円　▼中学生以下50円
◎混み合う場合は、管理者で時間設定をする
場合があります。

■ May Concert
日時　5月8日日 午後1時～4時　◎入場無料
 重住  23‐9233

■ 第31回そよ風コンサート　　◎入場無料
日時　5月22日日 午後1時30分～4時
 松本 孝寿   090‐7673‐8030

■ 名張地区交通安全協会　交通安全大会
日時　5月28日土 午後1時～3時　◎入場無料
 名張地区交通安全協会　  63‐1705

■ 日本民謡和泉会　三十周年記念公演 
　（和泉善聖 民謡道三十五周年記念）
日時　5月29日日 午前9時30分～午後4時30分
◎入場無料
 谷本  67‐2168

4月後半～5月
各施設の催し物や教室などをご紹介。
申込や問い合わせは各施設まで。

施設ご利用ガイド

国津の杜
もり

の行事
はぐくみ工房あららぎ

   62‐6920

■ ストレッチ体操教室
　リズムに合わせて体を動かし汗を流しましょう。
日時　5月9日月 午前10時～11時30分
参加費　300円　定員　16人
講師　辻　明子さん　
持ち物　敷マット、タオル

■ 健康体操教室
　椅子に座って行う優しい体操で健康を保ちましょう。
日時　5月17日火 午前10時～11時30分
参加費　300円
定員　16人
講師　万代 くみ子さん　
持ち物　屋内用靴、タオル

■ 電動糸のこぎり体験教室「パズル」を作りましょう。
日時　5月20日金 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　6人
講師　長谷川 重

じゅうほう

峰さん　
持ち物　手袋、タオル

■ コーンスターチ粘土体験教室
　テディベアのウェディング飾りを作りましょう。
日時　5月24日火 午前9時30分～正午
参加費　1,200円（材料費含む）  定員　10人
講師　武田 裕子さん　
持ち物　エプロン、タオル
　　　　　◇　　◇　　◇　　◇
申込　各教室の開催日１週間前までに電話で
　問い合わせ先へ。各講座とも参加が少ない
   場合は中止。先着順

日時　6月1日水、7月15日金、9月14日水、10
　月18日火 午前9時30分～11時30分(全4回)
場所　市役所3階301・302会議室
内容　安全で新鮮な野菜作りを学びます。
定員　50人　※申込多数の場合は抽選
参加費　500円　※資料代
申込　4月11日月から20日水（当日消印有効）
　までに、必ず往復はがきで「家庭菜園講座参
　加申込」と書いて、住所、氏名、年齢、電話
　番号を記入の上、農業研修センター（〒518
　‐0751 蔵持町芝出6）へ
 農業研修センター　  63‐7129

 野菜の作り方・育て方を学ぼう
「家庭菜園講座」受講者募集

比奈知ダムを泳ぐ
鯉のぼりをご覧ください

　今年もたくさんの鯉のぼりが寄贈され、比奈知
ダム上空に大小約 60 匹の鯉のぼりが泳ぎます。
設置場所　比奈知ダム管理所周辺
設置期間　4月 29日祝～ 5月 8日日
 比奈知ダム管理所　  68‐7111

市民親子体験農業
「さつまいもづくり」参加者募集

日時　5月28日土 午前9時集合　
　※7月下旬に除草作業、10月上旬に収穫予定
場所　美旗中村地内　内容　さつまいもの苗植え
対象　市内在住の子どもと保護者　
定員　30組　※申込多数の場合は抽選　
参加費　1家族 500 円　
申込　4月11日月から20日水までに（当日消
　印有効）、必ず往復はがきで「市民親子体験農
　業参加申込」と書いて、住所、参加者全員の氏
　名と年齢、電話番号を記入の上、農業研修セン
　ター（〒518‐0751　蔵持町芝出6）へ
 農業研修センター　  63‐7129

カワウ・アオサギの
有害鳥獣駆除を実施中です

　市猟友会は、漁業被害防除のため河川敷のカ
ワウ・アオサギを猟銃により駆除しています。
　隊員はオレンジ色の帽子・ベストを着用し、猟
銃使用には細心の注意を払って駆除活動を行って
いますが、河川に入る際はご注意ください。
 農林資源室　  63‐7625

「アーチェリー教室」
参加者募集

日時　5 月 9 日から 7月 11 日までの毎週月
曜日 午後 7時～ 9時（全 10回）

場所　HOS名張アリーナ（夏見）
対象　16歳以上の人（高校生可）　　
定員　24人　※先着順
受講料　3,500 円　※初回に徴収します。
申込　4月 22 日金までに、HOS 名張アリー
ナにある申込用紙を記入し、同窓口へ 
 市アーチェリー協会（松本）　  65‐3470

■ おはなしの国「おはなばたけ」
日時　毎月第3日曜日 午後2時～2時30分
■ おはなし会
日時　毎週土曜日 午後2時～2時30分
■ 拡大版おはなし会
内容　絵本の読み聞かせや親子での工作
日時　4月23日土 午後2時～3時
■ 赤ちゃんのためのおはなし会
日時　毎月第1木曜日 午前11時～11時15分
■ 絵ばなし「新なばりの昔話」
日時　毎月第2日曜日 午後2時～2時30分

図書館
※毎週月曜日、毎月最終火曜日休館
 図書館　  63‐3260

郷土資料館の催し
 郷土資料館 

   64‐7890　※月・木曜日休館

やなせ宿貸し館の案内
 やなせ宿   62‐7760

　やなせ宿はどなたでもご利用いただけます。
和室では教室・会議・稽古・発表会、中蔵では
展示会など、いろんな目的に利用可能です。
　風情のある町屋を利用して、いつもとは違
う気分で活動してみませんか。
営業時間　午前9時～午後5時
定休日　毎週月曜日

■ 石器や土器などを常設展示しています
　１階では昔の農耕器具を、2階では市内で出土
した古代の石器や土器などの埋蔵文化財を常設
展示しています。

■ テーマに沿った企画展示も行っています
　２階の企画展示室では、1～2カ月ごとにテーマ
に沿った企画展示を行っています。

■ 体験教室も随時開催！
　火おこし体験や、勾玉や古
代の鏡を作ったり、古代の衣
装を着るなどの体験教室も開
催しています。（一部有料）

※各教室の日時や申込など、
　詳しくは問い合わせ先へ
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5月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔5月13日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔5月6日金・19日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
行政相談  〔5月19日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
司法書士相談〔5月20日金 午後1時～4時〕
───────────────────── 
行政書士相談〔5月26日木 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
法テラス法律相談〔5月18日水 午後1時～午後4時〕所市役所   0503383‐5470  
───────────────────────────────────
人権相談〔5月10日火・17日火 午後1時30分～4時〕
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔5月10日火 ・24日火午前10時～午後2時45分〕   　アスピア  059‐228‐9112
───────────────────────────────────
女性弁護士による法律相談 ※要予約〔5月6日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
───────────────────────────────　　　　
　　   　　　　　 　〔第1・3週・木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性のための相談　────────────────
　　　　　　　　　 〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
────────────────────────────────
男性のための相談 〔5月12日木 午後7時～9時〕　
──────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔5月19日木午前10時～正午・24日火 午後1時～4時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　※まず電話でご相談を
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　 ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前8時30分～午後5時15分〕    教育センター   64‐8801───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕　　青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔5月11日水 午前9時30分～11時受付〕     　                保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔5月10日火 午前9時～11時〕※要予約        健康・子育て支援室  63‐6970───────────────────────────────────
がん・難病相談〔5月21日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

     男女共同参画センター
     63‐5336

ふれあい相談室　 63‐2515

  農業支援センター 63‐7625 
　 63‐2517

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

    人権センター  63‐7909所

申込受付は、4月20日水 
午前8時30分から。先着順

市民相談室
　  63‐7416

所

空き家の利活用・建物の老朽化・景観の悪化

不動産屋さんの
空き家管理・留守宅見守りサービス

株式会社 サンシホームサービス
名張市つつじが丘北 3‐81‐2（オレンジ通り商店街）

空き家の困りごと
お気軽にお問い合わせ下さい

48‐7134  サンシホームサービス  検索

転勤 長期療養 相続

http://www.kawarasho.jp

雨漏り修理から葺き替えまで
屋根に関するあらゆる相談
外装リフォーム全般ＯＫ

瓦屋根設計コンクール  第16回甍賞金賞受賞
亀山市立関中学校校舎

ホームページリニュ
ーアルしました

きれい屋根！瓦

〒518-0752
三重県名張市蔵持町原出581
TEL0595-61-2204  FAX0595-62-0250
Email  katsuyoshi@kawarasho.jp

や　　ね かわら

※各専門相談は、年度ごとで
それぞれ1回限り

場所

市役所

イオン名張店

受付時間
午前10時～午後0時３０分

  午後2時～4時

午前10時～正午
午後1時30分～4時

4月

13

5月 6月

8

4

7月 8月 9月 10月

12

11月 12月

14

1月 2月 3月

イオン名張店

11

17
サマー

献血キャンペーン

15
ウィンター

献血キャンペーン

午後2時～4時

キャンペーン

6※
献血推進の日

　血液は、人工的につくることができず、長期間にわたって保存するこ
ともできません。安定的に輸血用の血液を供給するため、定期的に献血
バスを運行していますのでご協力をお願いします。

病気やけがで輸血が必要な人のために・・・
献血にご協力を！

平成28年度　献血年間予定

夜間･休日に病気になったら・・・
応急診療所のご案内

月～土曜日

日曜日・祝日
お盆 （8月 13日）
年末年始 （12月 30日～1月 3日）

午後8時～11時

午前9時～正午
午後3時～5時
午後8時～11時

小
児
科
・
内
科

【応急診療所の診療時間】

◎受付時間は各診療時間終了時刻の30分前まで

　救急車を呼ぶほどでもないが、
家で様子をみているのには少し
不安な人やかかりつけ医が不在
で、応急的に診療を受けたい人は、
応急診療所をご利用ください。

自宅での療養が不安なとき・・・
在宅医療支援センター（保健センター2階）

　「退院を勧められたが、自宅での療養は不安」「寝たきりの母を自宅で
看取るにはどうすればよいか」など、自宅で療養する際に生じてくる、
さまざまな心配や不安について無料で相談に応じます。
　相談には、専門職が対応します。在宅医療支
援センターは名賀医師会の運営なので、医療機
関とのつながりが深いのが特徴。医療と福祉に
かかわるさまざまな関係機関と連携しながら、
支援していきます。

電話でも相談を受け付けています。 48‐7840   48‐7841
相談受付時間　午前9時～午後5時　※土・日曜日、祝日、年末年始は休館

 医療福祉総務室（保健センター内）　  63‐3913

 応急診療所 (保健センター内)
　  63‐3913
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※11月の献血推進の日は「とれたてなばり」イベント時に開催（受付時間未定）
　献血キャンペーンおよび献血推進の日は、三重県伊賀保健所による骨髄バンク登録の窓口が設置されます。


